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多種多様な金属イオンに対して高い吸着能を持つタンニン酸と典型的な陰イオン交換樹脂をメチレン架

橋させると、各単体にはなかった吸着現象を発現できることを発見した。これらの複合吸着剤を用いて過

酷事故により環境中に飛散する恐れのある放射性核種の吸着脱離機構を詳細に検討した。 
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1. 緒言 

過酷事故由来の汚染水には多種多様な放射性核種が含まれることから、その除染には新しい発想に基づ

いた吸着剤の開発が必要不可欠である。2 種類の典型的な有機系吸着剤をメチレン架橋すると単体では成し

得なかった新しい吸着点が発現することを以前に報告した。1) 有機系複合吸着剤を 6種類合成し、Cs, Sr, I

等の模擬放射性核種に対する吸着挙動を調べた結果、陸水中において、三菱化学社製弱塩基性陰イオン交

換樹脂 WA30 もしくは強塩基性陰イオン交換樹脂 PA316 とタンニン酸を複合した吸着剤が、検討した全て

の元素に対して高い吸着分離特性を持つことがわかった。これらの吸着脱離機構を調べた結果を報告する。 

2. 実験方法 

12 種類の模擬放射性核種を含む河川水を準備した。新潟県小千谷市付近の信濃川から採水した陸水であ

る(採水日: 2015 年 11 月 5 日)。室温条件下、PA316(Cl 形), 硫酸処理した PA316(PA316S), 硫酸処理したタ

ンニン酸型樹脂(TAS), PA316S と TAS を重量比 2 : 1 で添加した混合吸着剤、PA316S と TAS を重量比 2 : 1

でメチレン架橋させた有機複合吸着剤(PA316TAS)を用いてバッチ試験を行った。参考文献(1)と同様の計算

式から各元素の分配係数(Kd)を算出した。各元素の定性定量分析は ICP-MS 分析計(Agilent, 7700x)を用いた。 

3. 結果と考察 

各吸着剤に対する 12 種類の金属元素の Kd

値を纏めた結果を表 1 に示した。Kd値が 100

未満の場合、その数値を赤字で記載した。

PA316(Cl 形)と PA316S の Kd値は類似してい

た。スルホ基の導入による Sr や Csの Kd値の

増加が確認できなかったことからPA316のス

ルホン化反応の割合は極僅かと考えられる。

TAS は I に対して吸着能を持たなかった。こ

れは海水系の結果と一致した。 1) また、

PA316S と TAS を単に添加した場合とそれら

をメチレン基で架橋した PA316TASを用いた

場合を比較検討した。その結果、PA316TAS

を用いると Kd値を飛躍的に向上できる一方、単に 2 種類を同時に添加するだけでは Kd値を減少させるこ

とがわかった。これは PA316Sと僅かに溶存したTASとの間の陰イオン交換反応によるものと考えられる。 
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